
事業名称：電子調査書の普及と一般選抜においても電子調査書が効果的に評価できる環境整備及び調査書における評価
の在り方の調査研究（調査書の電子化に関する調査研究）

取組大学：関西学院大学（代表校）、佐賀大学、同志社大学 ※埼玉県教育委員会、京都府教育委員会と連携して実施

電子調査書の普及及び電子調査書が効果的・効率的に作成し活用される環境を構築するとともに、電子化するメリットを最大限に発揮
し、各大学の入学者選抜における「主体性等」の評価が飛躍的に向上するための提案を行う。
①セキュリティを確保した環境で運用できる電子調査書授受（連携） システムの設計・構築

②「電子調査書を生成する校務支援システム」の構築のための、全国共通電子調査書フォーマット（ＸＭＬ）等の調査・研究

事業概要

教育委員会

電子調査書授受（連携）システム

多数の高等学校、教育委員会、
大学の間でセキュアな環境※を確保

※教育情報セキュリティポリシーガイドライン
（H29.11文部科学省策定）に基づいた環境の整備

・全国共通電子調査書フォーマット（ＸＭＬ）の策定
・各教育委員会のセキュリティ実情調査

・実証事業・情報の公表

インターネット
出願サーバー

教育委員会のサーバーを
介した電子調査書の送信
（暗号化）

公立高

「主体性・多様性・協働性」評価に活用できる環境
高等学校

２．「電子調査書」を活用した「主体性」等の評価

作成

大学

１．セキュリティを確保した環境で運用できる電子調査書授受（連携） システムの設計・構築

調査書裏面の「指導上参考となる諸事項」の欄を
拡充、より多様で具体的な内容の記載
・「部活動」「ボランティア活動」「留学」「海外経験」
・「取得資格・検定等」
・「表彰・顕彰等の記録」等 活用

私立高 高等学校サーバーからの
電子調査書の送信（暗号化）

生徒
出願に合わせて、電子調査書コードの送信（ネット出願）

申請
出願に合わせて、電子調査書コードの送付（郵送出願）

電子調査書コードによ
る電子調査書請求

電子調査書受領・復号

電子調査書
作成

志願者
データ
ベース

校務
システム

大
学

高大接続改革を実現するためには、高等学校教育と大学教育との間に位置する大学入学者選抜の改革が不可欠であり、各大学の入
学者選抜において、「知識・技能」の十分な評価が行われるとともに、「思考力・判断力・表現力」や「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度に

関する評価がより重視されることとなるよう、改革を進める必要がある。「主体性等」をより適切に評価するためには、高等学校が提出する調査書を積
極的に活用することが有効であり、そのためには調査書の電子化が喫緊の課題とされている。

背景・課題

「
主
体
性
等
」
の
評
価

各教科・科目の評定と
併せて、APに沿った
「主体性等」の指標・
基準に基づき評価
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指導要録

電子調査書

学びの記録

ポートフォリオ
ショーケース

（学びの成果）

調査書データ
（暗号化）

大学提出用データ登録

大学提出用
調査書コード

【インターネット出願】
調査書コード

高等学校
電子調査書授受（連携）システム
（仮称）大学出願システム

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ、ｽﾀﾃﾞｨﾛｸﾞ（外部）

大学
【郵送出願】

調査書コード（紙媒体）

■生徒
・出願先大学の選択
・出願用個人情報の登録
・「学びの成果」の入力・選択
※ポートフォリオ、スタディ・ログ
からのアップロードも可能

・成果の証明書類・資料の添付
・先生に調査書作成・登録
依頼

＜その他必要に応じて＞
・大学指定書式の添付
ex.志望理由書、成果報告書、
学びの計画書 等

■先生
・学びのデータの閲覧、承認
・学びの成果のダウンロード
と指導要録作成
・調査書データの作成・登録

■大学
・調査書データのダウンロード
・生徒提出データのダウンロード
・選抜における利用

csv

xml

高校生徒

学びの記録

作成

（校務システム）

成果

作成

成果

出願

xml

高校教員
アップロード

アップロード

ダウンロード

ダウンロード手続

入力*

入力

日々の学びの記録と振り返り

ポートフォリオ（紙）
キャリアパスポートなど

日々の学びの記録と振り返り




